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１．アルファーシステム工法 

○無削孔回転圧入工法（タイプ 1）施工手順図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－1－ 

①鋼管杭建て込み 

鋼管杭を回転圧入機にセットする。 

②鋼管杭回転圧入 

鋼管杭を回転圧入により、打設する。 

③ヤットコ建て込み 

ヤットコを回転圧入機にセットする。 

④所定深度回転圧入 

ヤットコにより、所定深度（支持層）まで

打設する。打設終了後、ヤットコを撤去す

る。 



○掘削攪拌翼設置型回転圧入工法（タイプ 2）施工手順図 
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①鋼管杭加工～建て込み 

鋼管杭の先端に掘削攪拌翼を溶接にて取り

付け、導水パイプを取り付けた鋼管杭を回

転圧入機にセットする。 

②鋼管杭回転圧入 

削孔水を噴出させながら、鋼管杭を回転圧

入により、打設する。 

③ヤットコ建て込み 

導水パイプを取り付けたヤットコを回転圧

入機にセットする。 

④所定深度回転圧入 

ヤットコにより、所定深度（支持層）まで打設し、

セメントミルクを所定量注入し、支持層地盤に定

着させ、ヤットコを撤去する。 



２．適用範囲 

 

本積算資料は鋼管杭を低空間、狭隘空間、又は鉄道営業線近接及び軌道内で回転圧入により

打設するアルファーシステム工法を用いた場合に適用する。 

障害物撤去工の積算は別途積算とする。 

本積算資料は、2023年度から適用するが、内容については適宜修正することもあり得る 

ので、使用にあたっては協会にご確認下さい。 

 

３．機種および施工法の選定 

 

第 1種機、第 2種機に対し、表 3-1～表 3-3、及び、3．2の施工法の選定フローにより機種 

および施工法を選定する。なお、掘削攪拌翼設置型(タイプ 2)での施工を標準とする。 

 

3．1 機種及び施工法の選定 

 

 表 3-1 無削孔回転圧入方式（タイプ 1）と打設杭長、適用杭径  

機  種 打設杭長適用範囲 適 用 杭 径 

第 1種機 ～10ｍ以下 φ400～φ800 

第 2種機 ～15ｍ以下 φ400～φ1500 

 

 表 3-2 掘削攪拌翼設置型回転圧入方式（タイプ 2）と打設杭長、適用杭径  

機  種 打設杭長適用範囲 適 用 杭 径 

第 1種機   ～40ｍ以下 φ400～φ800 

第 2種機   ～60ｍ以下 φ400～φ1500 
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  表 3-3 地盤条件による施工法の選定  
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4
－

 

条 件 

 

 

施工法タイプ 

地    盤    条    件 

中  間  層 支  持  層  Ｎ＞50 

粘 土 層 砂 層 礫層（φ≦50mm） 砂 層 礫 層 （φ≦50mm） 

N≦20 N＞20 Ｎ＜30 N≧30 N＜30 N≧30 貫入量 1Ｄ以下 貫入量 4Ｄ以下 貫入量 1Ｄ以下 貫入量 4Ｄ以下 

 

タイプ 1 

 

無削孔回転圧入 

工法 

 

○ × ○ × △ × × × △ × 

 

タイプ 2 

 

掘削攪拌翼 

設置型回転 

圧入工法 

 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 

 

  註１）中間層でＮ＞30の砂礫地盤の層厚は 1.0m程度とする。         ○：施工可能 

  註２）タイプ２で中間層Ｎ≧30 が 3m 以上ある場合は別途検討が必要。    △：やや難あり（類似地盤等の実績を考慮して判定するものとする） 

  註３）中間層でＮ＞50の砂層、砂礫層、Ｎ＞20の粘土層は別途検討が必要。  ×：不  可 
 

上記以外の地盤条件の場合は、別途検討とする。 
  



 

3．2 機種及び施工法の選定フロー 

 

ＳＴＡＲＴ 
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機種の 

選 定 

施工法 

の選定 

タイプ 1（表 3-1） 

で杭長、杭径による機種の選定 

タイプ 2（表 3-2）で 

杭長､杭径による機種の選定 

地盤条件による施工法の 

選定（表 3-3） 

適用範囲 

の中にある 

タイプ 2 の選定表 

において、△印が 

ある 

タイプ 2 で施工 

No 

No 

Yes 

地盤条件による施工法の 

選定（表 3-3） 

Yes 

タイプ 1 の選定表 

において､×印が 1 ヶ所以上又は､ 

△印が 2 ヶ所以上ある 

タイプ 1 で施工 

No 

別途検討 

Yes 



3．3 使用機械 

3．3．1 主要施工機械 

 

 表 3-4 主要施工機械概要一覧表  

施 工 法 機    種 仕      様 

タイプ 1 

無削孔回転圧入 

方式 

ベースマシーン 

回転圧入機 

特殊リーダ 

第 1種機 FG-80 FG-80N FG-80C 

第 2種機 FG-150 FG-240 FG-150N 

 

タイプ 2 

掘削攪拌翼設置 

型回転圧入方式 

ベースマシーン 

回転圧入機 

特殊リーダ 

掘削攪拌翼(埋設型) 

第 1種機 FG-80 FG-80N FG-80C 

第 2種機 FG-150 FG-240 FG-150N 

 

二翼または三翼ヘッド 

水上施工 

自己昇降式作業台船 

上記 2タイプの施工法 

と組合わせる。  

有希 1号（2分割式） 

L=23.0ｍ B＝11.0ｍ D=2.5ｍ 

有希 2号（2分割式） 

L=24.0ｍ B＝12.0ｍ D=2.8ｍ 

 

 

 3．3．2 適用杭径 

 

 表 3-5 適用杭径  

工  法 杭  種 杭     径（mm） 

タイプ 1 鋼 管 杭 φ400～φ1500 

タイプ 2 鋼 管 杭 φ400～φ1500 
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４．工事費の算定 

 

4．1 工事費の構成 

アルファーシステム工法の工事費は次の通りとする。 

 

 
  

 
  

杭 打 設 工 
    

          

 
  

直接工事費 
  

濁水(泥水)処分工 
    

          

 
  

 
  

工事用水使用料 
    

          

 
  

 
  

運  搬  費 
    

          

工事原価 
  

共通仮設費 
  

杭打機 組立・分解 
    

          

 
  

 
  

プラント設備 設置・撤去 
    

          

 
  

 
  

技 術 管 理 費 
    

          

    
諸経費 

  
出 張 交 通 費 

      

          

        
宿 泊 経 費 

        

 

註）1．濁水土(泥水)処分工は現場の土質、現場及び処分他条件により別途積算する。 

2．工事用水として水道水を使用する場合、水道使用料を別途計上する。 

3．運搬費の基点は大阪とする。但し、アルファーシステム工法附属機械以外の運搬費

の起点は県庁所在地とする。 

4．アルファーシステム工法は近畿圏(大阪市中心部から概ね片道通勤時間 1.5時間以内)

を標準施工圏内にしているので、圏外の施工の場合は、諸経費として出張交通費、

宿泊経費を計上する。 
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4．2 工事費内訳書 

 

工 種 種 別 規 格 単位 単 価 金 額 摘要 

直接工事費       

 鋼管杭打設工  本   単価表- 

 工法使用費  ％ 3  上記金額 

  直接工事費計     

共通仮設費       

 運搬費  式 1  内訳書- 

 組立・分解 杭打機・ﾌﾟﾗﾝﾄ設備 式 1  内訳書- 

  共通仮設費計     

       

       

諸経費 出張交通費  回   内訳書- 

 宿泊経費  式 1  内訳書- 

  諸経費計     

       

       

       

  計     

 

 

 

註）1．濁水(泥水)処分工は現場の土質、現場及び処分他条件により別途積算する。 

2．工事用水として水道水を使用する場合、水道使用料を別途計上する。 
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５．杭 1 本当り施工時間 

 

杭１本当りの施工日数は次式によって算定する。 

  Ｎ ＝Ｔc／(Ｔ－Ｔｍ) 

ＴＣ＝(ＴＳ＋ＴＢ＋ＴＷ＋ＴＧ)／Ｆ 

 Ｎ ：杭１本当り施工日数          （本／日） 

Ｔ ：杭打機運転 1日当り運転時間(標準 6.5HR=390min とする)  

  ※夜間作業等(線路閉鎖作業等)で作業時間が短縮される場合は、 

その都度、運転時間を定める。 

(例)短縮作業時間=3.0 時間の場合 

  運転時間＝(短縮作業時間 3.0 時間÷通常時間 8.0 時間)×標準運転時間 6.5 時間 

      ＝2.44 時間 

ＴＣ：杭１本当り全施工時間          （min） 

ＴＳ：杭１本当り準備時間           （min） 

ＴＢ：杭１本当り圧入時間           （min） 

ＴＷ：杭１本当り継手溶接時間         （min） 

ＴＧ：杭１本当りグラウト注入時間       （min） 

Ｔｍ：待機場所からの杭打機走行移動時間    （min） 

Ｆ ：作業係数 

  註）杭間 5m以内に施工本数（ｎ）が 4本以下で、且つ杭 1本当り施工日数（Ｎ）が 

     Ｎ＝Ｔc／(Ｔ－Ｔｍ)≦１／ｎ の場合は、 

  Ｎ＝１／ｎ を適用する 

 

 

5．1 杭１本当り準備時間（ＴＳ） 

準備時間は、足場作り、杭打機の移動、杭の吊り込み、芯出し等の時間であり、次表に 

よって算定する。 

 表 5-1 杭１本当り準備時間  

施工タイプ 工 法 概 要 準 備 時 間(min) 

タイプ１ 無削孔回転圧入方式 
40＋(10+Ｈ×0.5)ＮＳ 

（30＋(10+Ｈ×0.5)ＮＳ） 

タイプ２ 
掘削攪拌翼設置型 

回転圧入方式 

40＋(15+Ｈ×0.5)ＮＳ 

（30＋(15+Ｈ×0.5)ＮＳ） 

 

註）1．ＮＳ：継手ヶ所数（ヤットコ打設を行う場合はヤットコ 1本につき 1ヶ所を加算する） 

2．Ｈ：杭打機平均移動距離(鋼管杭建込時)往復 (m) 

3. 下段の準備時間は、口元管が事前に設置している場合に適用する。 

4．ヤットコでの継施工は不可とし、施工基面から鋼管杭天端まで最大 5m 以内とする。 
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5．2 杭１本当り圧入時間（ＴＢ） 

 

ＴＢ＝Σａｉｌｉ＋Σａ’
ｉｌ’

ｉ       （min） 

 

ＴＢ：杭 1本当り回転圧入時間 

ａｉ ：Ｎ値別 1ｍ当り回転圧入時間    （min） 

ｌｉ ：各Ｎ値に該当する層厚       （m） 

ａ’
ｉ：Ｎ値別 1ｍ当りオーガ削孔時間  （min） 

ｌ’
ｉ：各Ｎ値に該当するオーガ削孔層厚 （m） 

 

註）1．総圧入延長は次式によって算定される。 

Σｌｉ＝杭延長＋ヤットコ長 

2．ヤットコ長は施工基面より所定杭天端までとする。 

 

 表 5-2 Ｎ値別 1ｍ当り回転圧入時間（タイプ 1） 

(min/m) 

地盤 

   杭径 

 

Ｎ値 

粘性土・砂質地盤 砂 礫 地 盤 

φ500 

以下 

φ600 

～φ700 

φ800 

～φ1000 

φ1100 

～φ1200 

φ1300 

～φ1400 
φ1500 

φ500 

以下 

φ600 

～φ700 

φ800 

～φ1000 

φ1100 

～φ1200 

φ1300 

～φ1400 
φ1500 

Ｎ＜20 2.7 3.3 4.0 5.1 6.4 7.7 2.7 3.3 4.0 5.1 6.4 7.7 

20≦Ｎ＜30 4.0 5.0 6.0 7.5 9.4 11.3 4.5 5.6 6.7 8.4 10.5 12.6 

30≦Ｎ＜40 5.4 6.7 8.0 10.0 12.5 15.0 6.2 7.8 9.4 11.8 14.8 17.8 

40≦Ｎ 10.6 13.3 16.0 20.1 25.1 30.1 24.0 30.0 36.0 45.0 56.3 67.6 

 

表 5-3 Ｎ値別 1ｍ当り回転圧入時間（タイプ 2） 

 (min/m) 
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地盤 

杭径 

 

Ｎ値 

粘性土・砂質地盤 砂 礫 地 盤 

φ500 

以下 

φ600 

～φ700 

φ800 

～φ1000 

φ1100 

～φ1200 

φ1300 

～φ1400 
φ1500 

φ500 

以下 

φ600 

～φ700 

φ800 

～φ1000 

φ1100 

～φ1200 

φ1300 

～φ1400 
φ1500 

Ｎ＜20 2.2 2.7 2.9 3.8 4.8 5.8 2.2 2.7 2.9 3.8 4.8 5.8 

20≦Ｎ＜30 3.1 3.6 3.8 4.9 6.1 7.3 3.6 4.2 4.5 5.6 7.0 8.4 

30≦Ｎ＜40 4.0 4.4 4.7 6.0 7.5 9 4.8 5.5 6.1 7.4 9.3 11.2 

40≦Ｎ 5.6 6.0 6.5 8.0 10.0 12.0 8.6 9.8 11.0 12.8 16.0 19.2 



 

5．3 杭１本当り溶接時間（ＴＷ）及び継手時間 

杭１本当り継手溶接時間は次式によって算定する。 

  ＴＷ＝Σｔｗｉ×ｎｉ＋Σｔ’ｗ×Ｐ×ｎｉ   （min）  

 

      ＴＷ  ：杭１本当り継手溶接時間      （min） 

      ｔｗｉ：継手１ヶ所当りの溶接時間     （min） 

      ｎｉ ：杭１本における板厚ｉの継手箇所数 （ヶ所） 

      ｔ’ｗ：継手１ヶ所当りの非破壊検査時間   （min） 

      Ｐ  ：検査を行う継手箇所比率 

註）1．継手１ヶ所当りの非破壊検査(超音波探傷試験、浸透探傷試験) 

時間は現場条件(杭径・板厚等)を考慮して決定するものとする。 

2．検査を行う継手箇所比率は継手箇所数の標準 20％とする。 

※発注者により検査方法及び継手箇所比率が変わる場合は別途積算 

 

 表 5-6 非破壊検査標準時間（超音波探傷試験+浸透探傷試験）（min） 

杭  径 φ600 以下 φ700～φ800 φ900～φ1000 φ1100～φ1200 φ1300～φ1400 φ1500 

検査時間 40.0 50.0 60.0 80.0 100.0 120.0 

 

 表 5-7 鋼管杭の半自動アーク溶接継手 1ヶ所当り溶接時間  

(min/箇所) 

杭径 

（mm） 

板 厚 (mm) 

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

400 20 21 24 28 32 36 40 44 - - - - - - - - - 

500 24 27 30 34 39 44 50 57 65 74 83 - - - - - - 

600 29 32 38 43 49 56 62 68 75 83 91 101 112 123 - - - 

700 33 38 43 48 54 62 69 77 85 95 108 120 131 143 - - - 

800 26 28 33 37 42 47 53 59 65 73 83 93 103 115 - - - 

900 29 32 37 42 47 52 58 65 72 80 89 100 111 122 - - - 

1,000 32 35 40 46 52 58 65 73 81 90 100 111 123 135 147 159 171 

1,100 - - - 50 56 63 70 78 86 95 105 116 128 140 152 164 176 

1,200 - - - 53 60 68 75 83 91 100 110 121 133 145 157 169 181 

1,300 - - - - 66 72 80 88 96 105 115 127 139 151 164 177 190 

1,400 - - - - - 78 85 92 102 111 121 133 145 158 171 184 197 

1,500 - - - - - - 91 98 108 118 129 141 153 166 179 192 205 

註）1．杭径 800ｍｍ以上は、溶接機 2台を使用する時間である。 

半自動アーク溶接機 交流 500A を使用する。 

肉厚 25ｍｍを超える場合は別途検討する。 

2．杭継手が機械式継手の場合は、杭芯合せ、継手時間を 1 ヶ所当り 15分を計上する。 

3．板厚は杭径の 1.2％以上で設定する。(1.2％未満の場合は別途検討) 
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5．4 グラウト注入時間（ＴＧ） 

 

5．4．1 注入時間 

グラウトの注入時間には注入時間と、先端地盤及び所定管内地盤混合攪拌時間を 

計上する。 

 

 表 5-8 グラウト注入時間（タイプ 2）（min） 

杭 径 φ600 以下 
φ700～ 

φ800 

φ900～ 

φ1000 

φ1100～ 

φ1200 

φ1300～ 

φ1400 
φ1500 

注入時間 5.8 9.5 15.3 24.2 36.0 44.2 

混合攪拌

時間 
5.1 6.5 8.7 12.0 20.5 26.6 

グラウト

注入時間 
10.9 16.0 24.0 36.2 56.5 70.8 

 

 

 

5．5 杭打機移動時間（Ｔm） 

毎日、待機場所から打設場所までの移動時間は、次式によって算定する。 

     Ｔm ＝L÷10m/min               （min） 

L  ：待機場所から打設場所までの平均往復距離  ( L ） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
－12－ 



5．6 作業係数（Ｆ） 

 

作業係数は、基準値を 1.0 として次式により補正する。 

 

     Ｆ＝1.0＋（ｆ1＋ｆ2＋ｆ3＋ｆ4＋ｆ5＋ｆ6 ＋ｆ７） 

 

       ｆ1 ： 鉄道(営業線近接)・橋梁・特殊構造物(杭芯から 2m以内)などによる 

隣接障害物の程度 

             なし      ｆ1＝0 

             あり(杭芯から 1m～2m) ｆ1＝-0.05 

             あり(杭芯から 1m未満) ｆ1＝-0.10 

 

       ｆ2 ： 上空障害の程度 

             普通（Ｈ≧12ｍ）    ｆ2＝0 

             7ｍ≦Ｈ＜12ｍ      ｆ2＝-0.05 

             6ｍ≦Ｈ＜ 7ｍ      ｆ2＝-0.10 

             5ｍ≦Ｈ＜ 6ｍ      ｆ2＝-0.15 

             4ｍ≦Ｈ＜ 5ｍ      ｆ2＝-0.20 

             3.5ｍ≦Ｈ＜ 4ｍ     ｆ2＝-0.30 

 

       ｆ3 ： 現場の広さによる作業難易の程度 

             広い         ｆ3＝+0.05（12m≦幅 B） 

             普通         ｆ3＝0  （8m≦B＜12m） 

             狭い         ｆ3＝-0.05（B＜8m）              

 

       ｆ4 ： 作業時間 

             昼間作業        ｆ4＝0 

             夜間作業        ｆ4＝-0.05 

             線路閉鎖作業      ｆ4＝-0.10 

 

       ｆ5 ： 鋼管杭の長さ（吊り込み１回当りの長さ） 

             Ｌ≦5m         ｆ5＝0 

             5m＜Ｌ≦7m       ｆ5＝-0.05 

             7m＜Ｌ≦10m       ｆ5＝-0.10 ※10m以上は別途検討 

 

       ｆ6 ： 施工本数 (1施工単位) 杭間 5m以内 

              5本未満        ｆ6＝-0.10 

              5本以上～ 10 本未満  ｆ6＝-0.05 

              10本以上～       ｆ6＝0 

 

       ｆ7 ： 鋼管杭の板厚 

              20mm 以上        ｆ6＝-0.05 

              20mm 未満        ｆ6＝0 
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６．構成人員 

 

6．1 陸上施工時構成人員 

構成人員は次表による。 

 

 表 6-1 構成人員表（タイプ 1）   表 6-2 構成人員表（タイプ 2） 

職 種 員数（人） 摘 要 

 

職 種 員数（人） 摘 要 

土木一般世話役 1  土木一般世話役 1  

と び 工 2 (3) ()夜間作業 と び 工 3 (4) ()夜間作業 

特殊作業員 2  特殊作業員 2  

溶 接 工 1(2)  溶 接 工 1(2)  

 

註）1．鋼管杭において、杭径φ800 以上の場合は（ ）内に示す溶接工 2名を計上する。  

2．夜間作業の場合において、杭径φ800 以下の場合でも溶接工 2 名計上する場合もある。 

3．夜間作業の場合において、とび工を（ ）内に示す 3名または 4名を計上する。 

  

 

6．2 水上施工時構成人員 

水上施工時の 1船団に対する船舶作業の構成人員は、次表を標準とする。 

 

 表 6-3 船舶作業の構成人員（人） 

作業船 

職 種 
引  船 

自己昇降式 

作業台船 

クレーン付台船 

および材料台船 
機械台船 

高級船員 1 1 ― ― 

普通船員 ― ― 1 1 

 

註）1．機械台船については、タイプ 2に適用する。 

2．潜水作業員は必要に応じて計上する。 

3．現場条件、作業条件が上表に準拠し難い場合は別途考慮を行う。 

4．表は杭打作業時の配置人員であり、搬入、搬出等の回航費は別途計上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－14－ 



７．諸雑費 

 

7．1．1 諸雑費 

諸雑費は労務費、材料費(鋼管杭含まず)、運転経費及び機械損料合計金額に次表の率

を乗じた金額を計上する。 

 表 7-1 諸雑費率  

  （％） 

タ イ プ １ 2 

諸雑費率 25 35 

 

7．1．2 工法使用費 

工法使用費は労務費、材料費(鋼管杭含む)、運転経費、機械損料及び諸雑費合計金額

に次表の率を乗じた金額を計上する。 

 表 7-2 工法使用率  

（％） 

タ イ プ 1、2 

工法使用率 3 
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８．単価表 

 

8．1 陸上施工・タイプ 1による施工単価 

 

 表 8-1 無削孔回転圧入方式単価表（タイプ 1） 

（1本当り） 

種 別 名  称 規   格 単位 数  量 摘  要 

労務費 土 木 一 般 世 話 役  人 Ｎ×1  

―〃― と び 工  人  Ｎ×2(3)  

―〃― 特 殊 作 業 員  人 Ｎ×2  

―〃― 溶  接  工  人  Ｎ×1(2)  

材料費 杭    材 φ＝   ｔ＝ ｔ   

運転費 杭 打 機 運 転 特殊リーダ、油圧ﾕﾆｯﾄ、圧入機装備 日 Ｎ 表 8-1 

―〃― 補助ｸﾚｰﾝ運転  ( )t 吊 日 Ｎ 市場賃料 

―〃― ― 〃 ― ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ 4.9ｔ(必要に応じて計上) 日 Ｎ 表 8-2 

―〃― ﾊﾞｯｸﾎｳ運転工 油圧ｸﾛｰﾗ型 ( )m3 (必要に応じて計上) 日 Ｎ 表 8-3 

諸雑費 諸 雑 費 率 上記の（ ）% ％ （ ） 表 7-1 

  1 本当り計    

 

 

（備考）1．Ｎ：杭 1本当り施工日数    

2．諸雑費はヤットコ、溶接棒、発電設備、電気溶接機損料 等をさす。 
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8．2 陸上施工・タイプ 2による施工単価 

 

 表 8-2 掘削攪拌翼設置型回転圧入方式単価表（タイプ 2） 

（1本当り） 

種 別 名  称 規   格 単位 数  量 摘  要 

労務費 土 木 一 般 世 話 役  人 Ｎ×1  

―〃― と び 工  人  Ｎ×3(4)  

―〃― 特 殊 作 業 員  人 Ｎ×2  

―〃― 溶 接 工  人  Ｎ×1(2)  

材料費 杭 材 φ＝    ｔ＝ ｔ   

―〃― 掘 削 攪 拌 翼 φ＝ ケ 1 単価表 

―〃― 導 水 パ イ プ 40A 用 sch80 定尺 L=5.5m 本  単価表 

―〃― 接 続 金 具 40A 用(導水ﾊﾟｲﾌﾟﾈｼﾞ加工含む) Set 継手ヶ所数 単価表 

運転費 杭 打 機 運 転 油圧ﾕﾆｯﾄ、圧入機装備 日 Ｎ 表 9-1 

―〃― 補助ｸﾚｰﾝ運転 ( )t 吊 日 Ｎ 市場賃料 

―〃― ― 〃 ― ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ 4.9ｔ(必要に応じて計上) 日 Ｎ 表 9-2 

―〃― ﾊﾞｯｸﾎｳ運転工 油圧ｸﾛｰﾗ型 ( )m3(必要に応じて計上) 日 Ｎ 表 9-3 

諸雑費 諸 雑 費 率 上記の（ ）% ％ （ ） 表 7-1 

  1 本当り計    

 

（備考）1．Ｎ：杭 1本当り施工日数  

2．諸雑費は溶接棒、発電設備、プラント設備、電気溶接機損料、高圧ホース、ヤット

コ、グラウト材、水中ポンプ等をさす。 

3．濁水処理が必要な場合は、濁水処理設備費、濁水処分費等の別途計上が必要。 

4．導材(ガイド管)の必要な場合は、施工費を別途計上する。 
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8．3 陸上施工・タイプ 2による施工単価 (夜間線路閉鎖工事) 

 

 表 8-3 掘削攪拌翼設置型回転圧入方式単価表（タイプ 2） 

（1本当り） 

種 別 名  称 規   格 単位 数  量 摘  要 

労務費 土 木 一 般 世 話 役  人 Ｎ×1  

―〃― と び 工  人 Ｎ×4   

―〃― 特 殊 作 業 員  人 Ｎ×2  

―〃― 溶  接  工  人  Ｎ×1(2)  

材料費 杭    材 φ＝    ｔ＝ ｔ   

―〃― 掘 削 攪 拌 翼 φ＝ ケ 1 単価表 

―〃― 導 水 パ イ プ 40A 用 sch80 定尺 L=5.5m 本  単価表 

―〃― 接 続 金 具 40A 用(導水ﾊﾟｲﾌﾟﾈｼﾞ加工含む) Set 継手ヶ所数 単価表 

運転費 杭 打 機 運 転 
緊急脱出装置付、油圧ﾕﾆｯﾄ、圧

入機装備 
日 Ｎ 表 9-1 

―〃― 補助ｸﾚｰﾝ運転  ()t 吊 (必要に応じて計上) 日 Ｎ 市場賃料 

―〃― ― 〃 ― ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ 4.9ｔ・緊急脱出装置付 日 Ｎ 表 9-4 

―〃― ― 〃 ― ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ 4.9ｔ・緊急脱出装置付･軌陸装置付 日 Ｎ 表 9-5 

―〃― ﾊﾞｯｸﾎｳ運転工 油圧ｸﾛｰﾗ型 ( )m3 (必要に応じて計上) 日 Ｎ 表 9-3 

諸雑費 諸 雑 費 率 上記の（ ）% ％ （ ） 表 7-1 

  1 本当り計    

 

 

 

（備考）1．Ｎ：杭１本当り施工日数  

2．Ｎ：夜間線路閉鎖施工等、時間の制約を受ける場合のＮは整数(小数点以下切り上げ)

とする。 

3．補助クレ－ン 4.9t吊の軌陸装置付及び脱出予備エンジン付を使用する場合は、 

必要に応じて計上する。 

4．濁水処理が必要な場合は、濁水処理設備費、濁水処分費等の別途計上が必要。 

5．諸雑費は溶接棒、発電設備、プラント設備、電気溶接機損料、高圧ホース、ヤット

コ、グラウト材、水中ポンプ等をさす。 

6．導材(ガイド管)の必要な場合は、施工費を別途計上する。 

7．施工日が 5日/週未満の場合、不稼働日については、労務費(昼間単価)、機械損料(供

用日損料)を別途計上する。 
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8．4 水上施工・タイプ１による施工単価 

  

 表 8-4 無削孔回転圧入方式単価表（タイプ１） 

（1本当り） 

種 別 名  称 規   格 単位 数  量 摘  要 

労務費 土 木 一 般 世 話 役  人 Ｎ×1  

―〃― と び 工  人  Ｎ×2(3)  

―〃― 特 殊 作 業 員  人 Ｎ×2  

―〃― 溶 接 工  人  Ｎ×1(2)  

―〃― 高 級 船 員  人 Ｎ×2  

―〃― 普 通 船 員  人 Ｎ×2  

材料費 杭 材 φ＝    ｔ＝ ｔ   

運転費 杭 打 機 運 転 油圧ﾕﾆｯﾄ、圧入機装備 日 Ｎ 表 9-1 

―〃― 引 船 運 転 200PS×1 台 日 Ｎ 表 9-7 

―〃― 
自 己 昇 降 式 

作 業 台 船 

11×23m(曳航水路幅 6.0m 以下) 

12×27.5m(曳航水路幅 6.0m 以上) 
日 Ｎ 損料表 

―〃― 機械台船損料 200ｔ積載 日 Ｎ 損料表 

 材料台船損料 200ｔ積載 日 Ｎ 損料表 

―〃― 補助ｸﾚｰﾝ運転 ﾃﾚｽｺﾋﾟｯｸｸﾚｰﾝ( )ｔ級 日 Ｎ 表 9-6 

諸雑費 諸 雑 費 率 上記の（ ）% ％ （ ） 表 7-1 

  1 本当り計    

 

（備考）1．Ｎ：杭１本当り施工日数  

2．諸雑費は溶接棒、発電設備、電気溶接機損料、ヤットコ、水中ポンプ等をさす。 
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8．5 水上施工・タイプ 2による施工単価 

 

 表 8-5 掘削攪拌翼設置型回転圧入方式単価表（タイプ 2） 

（1本当り） 

種 別 名  称 規   格 単位 数  量 摘  要 

労務費 土 木 一 般 世 話 役  人 Ｎ×1  

―〃― と び 工  人  Ｎ×3(4)  

―〃― 特 殊 作 業 員  人 Ｎ×2  

―〃― 溶 接 工  人  Ｎ×1(2)  

―〃― 高 級 船 員  人 Ｎ×2  

―〃― 普 通 船 員  人 Ｎ×2  

材料費 杭 材 φ＝    ｔ＝ ｔ   

―〃― 掘 削 攪 拌 翼  本 1 単価表 

―〃― 導 水 パ イ プ 40A 用 sch80 定尺 L=5.5m 本  単価表 

―〃― 接 続 金 具 40A 用 Set 継手ヶ所数 単価表 

運転費 杭 打 機 運 転 油圧ﾕﾆｯﾄ、圧入機装備 日 Ｎ 表 9-1 

―〃― 引 船 運 転 200PS×1 台 日 Ｎ 表 9-7 

―〃― 
自 己 昇 降 式 

作 業 台 船 

11×23m(曳航水路幅 6.0m 以下) 

12×24m(曳航水路幅 6.0m 以上) 
日 Ｎ 損料表 

―〃― 機械台船損料 200ｔ積載 日 Ｎ 損料表 

―〃― 材料台船損料 200ｔ積載 日 Ｎ 損料表 

―〃― 補助ｸﾚｰﾝ運転 ﾃﾚｽｺﾋﾟｯｸｸﾚｰﾝ( )ｔ級 日 Ｎ 表 9-6 

諸雑費 諸 雑 費 率 上記の（ ）% ％ （ ） 表 7-1 

  1 本当り計    

      

 

（備考）1．Ｎ：杭 1本当り施工日数 

2．諸雑費は溶接棒、発電設備、プラント設備、電気溶接機損料、高圧ホース、ヤット

コ、グラウト材、水中ポンプ等をさす。 
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９．運転単価表 

  

 表 9-1 杭打機運転 1日当り単価表  

名 称 規   格 単位 数 量 概 要 

特殊運転手  人 1.0  

杭打機損料 第( )種機 装備一式 供用日 1.9 供用 1日当り換算値 

軽   油 ベースマシーン 116kW～157kW ㍑  備考欄参照 

諸 雑 費  式 1  

備   考 0.175×( )kW×( )hr 

註)1; 単価表は、標準の施工条件の場合とする。 

註)2; 供用日当りの運転時間の大きく異なる場合は別途とする。 

 

 

 表 9-2 クローラクレーン 1日当り単価表  

名 称 規   格 単位 数 量 概 要 

特殊運転手  人 1.0  

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ損料 4.9ｔ吊 54kW 供用日 1.2 
損料表参照 

供用 1 日当り換算値 

軽   油  ㍑  ( )ℓ/hr×6.5hr 

諸 雑 費  式 1  

備   考 昼間作業;標準運転時間 6.5 時間 

 

 

表 9-3 バックホウ 1日当り単価表 

名 称 規   格 単位 数 量 概 要 

特殊運転手  人 1.0  

ﾊﾞｯｸﾎｳ損料 (  )m3  ( )kW 日 1.0 運転 1 日当り換算値 

軽   油  ㍑  ( )ℓ/hr×6.5hr 

諸 雑 費  式 1  

備   考 昼間作業：標準運転時間 6.5時間 
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表 9-4 クローラクレーン(緊急脱出装置付) 1日当り単価表 

名 称 規   格 単位 数 量 概 要 

特殊運転手  人 1.0 夜間割増 

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ賃料 4.9ｔ吊 54kW 日 1.0 市場単価 

軽   油  ㍑  ( )ℓ/hr× hr 

諸 雑 費  式 1  

備   考  

 

 

 表 9-5 クローラクレーン(緊急脱出装置･軌陸装置付) 1 日当り単価表  

名 称 規   格 単位 数 量 概 要 

特殊運転手  人 1.0 夜間割増 

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ賃料 4.9ｔ吊 54kW 日 1.0 市場単価 

軽   油  ㍑  ( )ℓ/hr× hr 

諸 雑 費  式 1  

備   考  

 

 

 表 9-6 テレスコピッククレーン運転 1日当り単価表  

名 称 規   格 単位 数 量 概 要 

特殊運転手  人 1.0  

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ損料 ﾃﾚｽｺﾋﾟｯｸｸﾚｰﾝ 30～75ｔ吊 供用日 1.2 運転 1 日当り換算値 

軽   油  ㍑  0.089×( )kW×6.5hr 

諸 雑 費  式 1  

備   考  

 

表 9-7 引船運転１日当り単価表 

名 称 規   格 単位 数 量 概 要 

引船 損 料 鋼製 200PS 供用日 1.0 供用 1 日当り換算値 

重   油  ㍑ 327.6 0.252×200PS×6.5hr 

諸 雑 費  式 1  

備   考  
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１０．共通仮設費 

 

 10．1 運搬費 

運搬費にはアルファーシステム工法施工機械類、材料等の現場搬入、搬出の運搬、及び現

場内での移動が必要な場合の現場内小運搬等を計上する。 

 

 表 10-1 運搬費（施工機 1セット当り） 

施工機種 施工方法 
標準必要トラック台数(台)往復 

備考 
低床ﾄﾚｰﾗｰ 15t 車(起点大阪) 10t 車(県庁所在地) 

第 1種機 
タイプ 1 2 4 2  

タイプ 2 2 6 4  

第 2種機 
タイプ 1 4 6 2  

タイプ 2 4 8 4  

 

註）1．低床トレーラーは 45t積みトレーラーとする 

2．敷鉄板の運搬費は現場状況により、別途計上する 

3．水上輸送は積込基地までの陸上運搬費と船舶曳船費とを別途計上する。 
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 表 10-2 使用機械・概略重量表  

機械名 規  格 概略重量（t） 起点地 備 考 

第 1 種 機 FG-80 30 大 阪 装備一式 

回 転 圧 入 機 60kW 8 －〃－ 〃 

第 1 種 機 FG-80N 30 －〃－ 〃 

回 転 圧 入 機 油圧式 19 －〃－ 〃 

第 1 種 機 FG-80C 20 －〃－ 〃 

回 転 圧 入 機 油圧式 8 －〃－ 〃 

第 2 種 機 ベースマシーン 40 －〃－ ｳｴｲﾄ別途 

回 転 圧 入 機 112.5kW、180kW 16 －〃－  

特 殊 リ ー ダ 第 2種機 6 －〃－  

油圧ユニット 第 1,2種機 3.0～4.5 －〃－  

モルタルプラント 500ℓ×2槽 8.0 －〃－ φ800 以下 

モルタルプラント 全自動 12.0 －〃－ φ900 以上 

発 動 発 電 機 800KVA 12.0 －〃－  

― 〃 ― 400KVA 6.0 －〃－  

― 〃 ― 220KVA 4.2 －〃－  

― 〃 ― 150KVA 2.6 －〃－  

バキュームポンプ 22kW 1.5 －〃－  

泥 水 処 理 機  2.5 －〃－  

ノッチタンク (  )m3  県庁所在地  

バ ッ ク ホ ウ (  )m3  －〃－  

使 用 機 工 具   大 阪  
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 10．2 組立・分解 

組立、分解の標準的な施工日数は以下の通りとする。 

※現場内で機械の横持等が発生する場合は別途積算 

 

 表 10-3 組立･分解施工日数  

施工機種 施工方法 必要施工日数 備考 

第 1 種機 
タイプ 1 3.0 ﾌﾟﾗﾝﾄ設備含む 

タイプ 2 4.0 〃 

第 2 種機 
タイプ 1 4.0 〃 

タイプ 2 5.0 〃 

 

 表 10-4 第 1種機 タイプ 1  組立・分解費  

種 別 名 称 単位 数量 適用 

労務費 土木一般世話役 人 3.0  

 とび工 人 6.0  

 特殊作業員 人 6.0  

運転費 油圧 25t ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 日 3.0 市場賃料 

 〃 ｱﾙﾌｧｰｼｽﾃﾑ機 日 3.0 供用日損料 

諸雑費  ％ 5.0 上記の 5％ 

計     

 

 表 10-5 第 1種機 タイプ 2  組立・分解費  

種 別 名 称 単位 数量 適用 

労務費 土木一般世話役 人 4.0  

 とび工 人 8.0  

 特殊作業員 人 8.0  

運転費 油圧 25t ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 日 4.0 市場賃料 

 〃 ｱﾙﾌｧｰｼｽﾃﾑ機 日 4.0 供用日損料 

諸雑費  ％ 8.0 上記の 8％ 

計     

 

表 10-6 第 2種機タイプ 1 組立・分解費  

種 別 名 称 単位 数量 適用 

労務費 土木一般世話役 人 4.0  

 とび工 人 8.0  

 特殊作業員 人 8.0  

運転費 油圧 50t ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 日 4.0 市場賃料 

 〃 ｱﾙﾌｧｰｼｽﾃﾑ機 日 4.0 供用日損料 

諸雑費  ％ 5.0 上記の 5％ 

計     
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表 10-7 第 2種機タイプ 2 組立・分解費  

種 別 名 称 単位 数量 適用 

労務費 土木一般世話役 人 5.0  

 とび工 人 10.0  

 特殊作業員 人 10.0  

運転費 油圧 50t ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 日 5.0 市場賃料 

 〃 ｱﾙﾌｧｰｼｽﾃﾑ機 日 5.0 供用日損料 

諸雑費  ％ 8.0 上記の 8％ 

計     

 

註）1．プラント設備設置・撤去を含む。  

2．タイプ 2においてセメントサイロが必要な場合は、セメントサイロの 

設置・撤去は別途計上する。 

3．水上施工時の組立・解体費は別途計上する。 
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１．杭 1 本当りの施工日数の算定例 

  

 

     土 質 柱 状 図 施 工 断 面 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11. 1 施工条件 

空  間  高 施工基面より、桁下区間 H≒5.0m 

杭     種 鋼 管 杭 

杭     径 φ1,000mm × 14t 

施  工  法 施工法選定フローよりタイプ 2 

掘  削  長 
施工基面 H1=+4.2、杭天端 H2=-0.7 杭長 L1=12.5m 

掘削長 L2=(H1-H2)+L1=17.4m(ヤットコ下げ含む) 

継  手  数 L1=12.5m=3.5m+3.0m×3本 3ヶ所継 

作 業 係 数 

f1：有り(橋梁) -0.05 

F=1-0.25 

=0.75 

f2：H＜6.0m -0.15 

f3：普通 0 

f4：昼間 0 

f5：一般 0 

f6：5本～10本 -0.05 
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11. 2  杭 1本当りの施工日数(Ｎ)の算定 

 

   (1) 杭 1本当りの準備時間 （ＴＳ） 

      継手ケ所数 ＮＳ＝3  ヤットコ継打設＝1回   よって 

      （ＴＳ）＝30＋15ＮＳ＝ 40＋15×(3＋1)＝100 (分/本) 

     

      (2) 杭１本当り圧入時間（ＴＢ） 

        1）  層別 

       砂礫地盤    Ｎ＜20     層圧 ℓ1＝9.1m 

       砂質地盤    Ｎ＜20     層圧 ℓ2＝3.0m 

       砂礫地盤   20≦Ｎ＜30    層圧 ℓ3＝2.1m 

       砂質地盤   20≦Ｎ＜30    層圧 ℓ4＝1.2m 

       砂礫地盤   30≦Ｎ＜40    層圧 ℓ5＝0.8m 

       砂礫地盤    40≦Ｎ     層圧 ℓ6＝1.2m 

 

    2）  層別回転圧入時間 

       表 5-3より 鋼管杭径 φ＝1,000 

 （ＴＢ）＝9.1×2.9＋3.0×2.9＋2.1×4.5＋1.2×3.8＋0.8×6.1＋1.2×11.0 

           ＝67.2 (分/本) 

 

    3）杭１本当り溶接時間（ＴＷ） 

       表 5-7より  鋼管杭径 φ＝1,000,t＝14mm  溶接継手*3箇所 

（ＴＷ）＝58×3＝174 (分/本)    ( 溶接検査時間省く) 

 

        4）杭 1本当りグラウト注入時間（ＴＧ） 

       表 5-8より  鋼管杭径 φ＝1,000,t＝14mm 

       （ＴＧ）＝24.0 (分/本) 

 

        5）杭打機移動時間（Ｔm） 

              毎日の杭打機の移動が無い為、 

       （Ｔm）＝0 

 

        6）作業係数（Ｆ） 

              施工条件より決定する。5.6 より 

       Ｆ＝1－0.25＝0.75 
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       よって、杭 1本当りの施工日数(Ｎ)は、 

 

         ＴＣ＝ＴＳ＋ＴＢ＋ＴＷ＋ＴＧ／Ｆ 

           ＝100＋67.2＋174.0＋24.0＋0／0.75 

                     ＝486.9 (分／本) 

Ｎ ＝Ｔc／Ｔ－Ｔｍ 

           ＝486.9／6.5×60－0 

           ＝1.25(日／本) 

 

 11. 3  杭 1本当りの単価表 

 

掘削攪拌翼設置型回転圧入方式単価表（タイプ 2） 

（1本当り） 

種 別 名  称 規   格 単位 数  量 摘  要 

労務費 土木一般世話役  人 1.25  

―〃― 溶 接 工  人 2.50  

―〃― と び 工  人 3.75  

―〃― 特殊作業員  人 2.50  

材料費 杭   材 φ＝    ｔ＝ ｔ   

―〃― 掘削攪拌翼 φ＝1,000 用 ケ 1 単価表 

―〃― 導水パイプ 40A 用 sch80 定尺 L=5.5m 本 4 単価表 

―〃― 接続金具 40A 用(導水ﾊﾟｲﾌﾟﾈｼﾞ加工含む) Set 3 単価表 

運転費 杭打機運転 
ﾍﾞｰｽﾏｼｰﾝ 50t 級 第 2 種機 

油圧ﾕﾆｯﾄ、圧入機装備 
日 1.25 表 9-1 

―〃― 補助ｸﾚｰﾝ運転 ﾎｲｰﾙｸﾚｰﾝ (25)t 吊 日 1.25 市場賃料 

―〃― ―〃― ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 4.9ｔ(必要に応じて計上) 日 ― 表 9-2 

―〃― ﾊﾞｯｸﾎｳ運転工 油圧ｸﾛｰﾗ型 (0.25)m3 日 1.25 表 9-3 

諸雑費 諸雑費 率 上記の 35% ％ 35 表 7-1 

  1 本当り計    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－29－ 



名
　

　
称

諸
　

元
機

関
出

力
機

関
重

量
耐

用
年

数
運

転
時

間
運

転
日

数
供

用
日

数
損

料
率

損
 
 
 
料

損
料

率
損

　
料

(
日

)
損

料
率

損
 
 
 
料

損
料

率
損

　
料

(
日

)
備

考

(k
w
)

(ｔ
)

(千
円

)
(年

)
(時

間
)

(日
)

(日
)

(％
)

(％
)

(％
)

(×
10

-
6
)

(円
)

(×
10

-
6
)

(円
)

(×
10

-
6
)

(円
)

(×
10

-
6
)

(円
)

特
殊

杭
打

機
装

備
一

式
1
2
9

-
1
0

6
5
0

1
0
0

1
9
0

4
5

9
7

1
4
1

7
1
8

3
5
1

1
,
2
0
0

特
殊

杭
打

機
装

備
一

式
1
5
7

-
1
0

6
5
0

1
0
0

1
9
0

4
5

9
7

1
4
1

7
1
8

3
5
1

1
,
2
0
0

脱
出

用
油

圧
ユ

ニ
ッ

ト
装

備
一

式
-

4
1
0

2
6
0

4
0

7
0

2
5

1
0

1
0

2
6
9

2
,
0
7
1

8
2
7

3
,
0
7
1

5
0
0
t
積

載
1
1
×

2
3
m

―
1
4
5
,
0
0
0

1
5
.
0

－
－

1
3
5

9
0

6
－

－
1
,
3
8
3

2
0
0
,
6
0
0

－
－

1
,
3
8
3

2
0
0
,
6
0
0

8
5
5
t
積

載
1
2
×

2
7
.
5
m

―
2
3
3
,
0
0
0

1
5
.
0

－
－

1
3
5

9
0

6
－

－
1
,
3
8
3

3
2
2
,
3
0
0

－
－

1
,
3
8
3

3
2
2
,
3
0
0

◆
掘
削
攪
拌
翼
及
び
導
水
パ
イ
プ
単
価
表

φ
4
0
0

φ
5
0
0

φ
6
0
0

φ
7
0
0

φ
8
0
0

φ
9
0
0

φ
1
0
0
0

φ
1
1
0
0

φ
1
2
0
0

φ
1
3
0
0

φ
1
4
0
0

φ
1
5
0
0

中
間

層
 
N
≦

3
0

4
0
,
0
0
0

4
5
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

5
5
,
0
0
0

6
0
,
0
0
0

6
5
,
0
0
0

7
5
,
0
0
0

8
5
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

1
1
5
,
0
0
0

1
3
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

 
硬

質
チ

ッ
プ

付
中

間
層

 
N
＞

3
0

5
0
,
0
0
0

5
5
,
0
0
0

6
0
,
0
0
0

6
5
,
0
0
0

7
0
,
0
0
0

7
5
,
0
0
0

8
5
,
0
0
0

9
5
,
0
0
0

1
1
0
,
0
0
0

1
2
5
,
0
0
0

1
4
0
,
0
0
0

1
6
0
,
0
0
0

1
本

当
り

7
,
0
0
0

1
ヶ

所
当

り
8
,
0
0
0

備
　

　
　

　
考

 
掘

削
攪

拌
翼

 
普

通
仕

様

 
掘

削
攪

拌
翼

(
硬

質
地

盤
用

)

 
導

水
パ

イ
プ

 
4
0
A
　

s
c
h
8
0
　

L
=
5
.
5
m

　
　

（
第

１
種

機
）

杭
径

φ
4
0
0
～

φ
8
0
0

　
　

（
第

２
種

機
）

杭
径

φ
4
0
0
～

φ
1
5
0
0

　
　

（
第

１
、

２
種

機
）

鉄
道

工
事

用
・

脱
出

用
油

圧
ユ

ニ
ッ

ト
装

備

自
己

昇
降

式
作

業
台

船

年
　

間
管

理
費

比
　

率

残 存 率

運
転

１
時

間
当

り
供

用
１

日
当

り
運
転
１
時
間
当
り
換
算
値

供
用
１
日
当
り
換
算
値

－30－

12
・
　
ア
ル
フ
ァ
ー
シ
ス
テ
ム
工
法
用
機
械
器
具

損
料
算
定
表

規
　

　
　

　
　

格

基
礎

価
格

年
　

　
間

　
　

標
　

　
準

維
　

持
修

理
費

比
　

率

名
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

称

 
導

水
パ

イ
プ

接
続

金
具

 
杭

継
手

1
ヶ

所
当

り
、

ネ
ジ

加
工

含
む



 

 

特許関係 

 

 

四法 特許登録番号 出願番号 発明の名称 

特 3856564 特願平 10-121272 鋼管杭打設装置及び鋼管杭打設工法 

特 3850138 特願平 10-121273 鋼管杭打設工法 

特 3749868 特願 2002-066794 基礎杭打設工法 

特 3981085 特願 2004-007664 鋼管杭打設工法 

 

 

平成元年度 

平成 3年度 

平成 5年度 

平成 6年度 

平成 7年度（秋） 

平成 10年度 

平成 11年度 

平成 12年度（春） 

平成 13年度 

平成 18年度 

平成 20年度 

平成 24年度 

平成 26年度 

平成 28年度 

平成 30年度 

2023年度 

初版発行 

第 1回改訂 

第 2回改訂 

第 3回改訂 

第 4回改訂 

第 5回改訂 

第 6回改訂 

第 7回改訂 

第 8回改訂 

第 9回改訂 

第 10回改訂 

第 11回改訂 

第 12回改訂 

第 13回改訂 

第 14回改訂 

第 15回改訂 

 

 

編 集／アルファーシステム工法事務局 

発行所／アルファーシステム工法協会 
事 務 局：大阪市中央区本町 3 丁目 5-7 

                      清水建設株式会社 関西支店 内 

                        TEL：06-6263-2820 

                        FAX：06-6271-6350 

               大阪事務所：大阪市大正区小林東 1 丁目 2-44 

                      株式会社藤井組 内 

                        TEL：06-6551-7307 

                        FAX：06-6553-2771 

 




